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「以前は丸子や戸宕にもゃな場がありました

が、今では上回付近と北御牧の4か所だけになっ

てしまいました。このゃなは13年前に造り替え

たものですが、こまめに憧理しながら使ってい

るんですよ。今では川白水量も獲れる魚白量も

だいぶ少なくなりましたが、ゃな漁は千曲川を

代表する風物詩ですから、できることなら残し

ていきたい。それには地域が誇れる観光資源と

して、積極的に魅力をPRすることが大切です

よねJと、ゃな搬を父親から受け継いで四代目
となる北線さんは語ります。

アユが産卵場所を探して川を下る秋は、ゃな

漁が最蝶期を迎えるシ ズJです。耽雨などで

川が増水した時には「落ちアユ」が増えるため、

一日中ゃな場に付きっきりになるそうです。

丸太や角材を組んで仕掛けた素朴なその姿は、

つけば漁と並ぶ千曲川白代量的な量観です。
ゃな唱を守吾、北韓さんご夫聖(顕訪車)

巴三三



4
市
町
村
に
よ
る

i/illll 
hDl 

立
準
備
会
を
設
置
し
ま
し
た

任意合併協議会設立準備会設置調印式

。
左から下村武石村長、箱山真田町長、母袋上田市長、堀内丸子町星

9
月
M
日

ω、
丸
子
町
役
場
で
上

田
市

・
丸
子
町
・
真
田
町
・
武
石
村

の
代
表
者
が
出
席
し
て
、
4
市
町
村

に
よ
る
任
意
合
併
協
議
会
設
立
準
備

会
設
置
白
調
印
式
を
行
い
、
引
き
続

き
第
l
回
準
情
金
を
開
催
し
ま
し
た
。

準
備
金
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
過

を
報
告
し
た
桂
、
設
置
蚕
掴
の
ほ
か
、

今
年
ロ
月
の
任
意
合
併
協
議
会
設
立

に
向
け
て
、
同
協
議
会
の
運
営
や
規

約
、
関
幌
市
町
村
田
費
用
負
但
割
合

な
ど
、
日
項
目
を
協
議
・
決
定
し
ま

し
た
。

-これまでの経過.

8月19日間よ田市丸子町 真田町による 1市2町合同

配者会買

3市町による合併懇談会を開催し、密し合い

がスタート

3市町による周辺町村への参加呼びかけ

武石村、 3市町に匿し合いへの参加申し込み
3市町武E村の申し込みの聖け入れを決定

4市町村による合同配者会見

8月20日出

8月初日圃
9月9日間

9月10日凶

武
石
村
は
、

村
民
自
皆
さ
ん
の
意

向
が
分
か
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

並
行
し
て
依
田
窪
南
部
3
町
村

(長

門
町
・
武
石
村
・

和
国
村
)
に
よ
る

合
静
協
議
に
も
書
加
し
、
住
民
の
皆

さ
ん
に
判
断
材
料
を
提
供
し
て
い
く

予
定
で
す
。

今
回
の
準
備
会
の
設
置
に
よ
り
、

合
僻
特
例
法
の
期
限
で
あ
る
平
成
げ

年
3
月
末
ま
で
白
合
併
を
目
指
し
、

4
市
町
村
に
よ
る
本
格
的
な
話
し
合

い
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
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⑨
健
全
財
政
の
堅
持
に
つ
い
て

新
市
の
自
治
能
力
向
上
の
た
め
、

4
市
町
村
は
健
全
財
政
を
堅
持
し
ま

す
。
⑤
行
政
の
効
率
化
に
つ
い
て

引
き
続
き
行
政
の
効
率
化
に
努
め
、

合
併
前
も
そ
れ
ぞ
れ
行
政
改
革
を
進

め
、
職
員
数
の
増
加
・
職
員
給
料
の

哨
額
は
行
わ
な
い
も
の
と
し
ま
す
。

⑥
新
規
大
型
車
業
に
つ
い
て

新
市
の
建
設
を
総
合
的
・
効
果
的

に
推
進
す
る
た
め
、
新
規
大
型
車
業

は
新
市
建
設
計
画
に
位
置
づ
け
、

合

併
前
に
着
手
す
る
箱
物
白
建
設
な
ど

は、

4
市
町
村
で
協
議
し
ま
す
。

①
任
意
合
併
協
議
会
設
置
に
つ
い
て

合
併
に
関
す
る
調
査

・
研
究
や
、

世
民
白
皆
さ
ん
の
意
向
を
尊
重
し
な

が
ら
合
併
に
つ
い
て
の
事
前
協
議
を

行
う
、
任
意
合
併
協
議
会
の
設
位
を

今
年
ロ
月
を
め
ど
と
し
ま
す
。

②
合
併
の
方
式
に
つ
い
て

任
意
合
僻
協
議
会
の
早
い
段
階
で

決
定
し
ま
す
。

③
近
隣
町
村
に
つ
い
て

近
隣
町
村
へ
は
呼
び
か
け
を
続
け
、

準
備
会
へ
白
書
加
申
し
込
み
が
あ
っ

た
場
合
は
、

4
市
町
村
長
が
受
け
入

れ
を
前
提
と
し
て
協
議
を
行
い
意
思

決
定
し
ま
す
ロ
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22決
主て定
二 し
た
事
項

設立準備会

園周知の方法

会・の位碍
鱒係市町村E穂、
ホームページ掲軍
腹立皐健会だより
の尭行

第 1段階

-任意吉併協組合由殴置準備

(規約、垂直構成、予算案草ど由作

風設立時期)

-住民へ由情報提供

.そ白他必要事項

(関保市町村由行問政由現~， .務

電車業調整項目白股定怠ど)

②
任
意
合
併
協
強
会
規
約
に
つ
い
て

協
議
会
委
貝
白
構
成
な
ど
に
つ
い

て
話
し
合
い
ま
し
た
。

協
織
会
の
委
員
構
成
は
次
白
と
お

り
で
、
附
都
市
町
村
か
ら
選
出
さ
れ

ま
す
。

マ
市
町
村
長

マ
助
役

・
収
入
役
・
教
育
長
の
う
ち
、

市
町
村
民
が
指
名
す
る
者

マ
議
会
購
長

マ
議
会
議
員
の
う
ち
議
会
が
推
せ
ん

任意合併協議会

-周知の方法
会・の公開
関係市町村Q;!II

ホームページ縄曝
直恵合併筒厳会

疋よりの発行

住民感般会
アンケート鴎董等

-吉併に係る基本寧頂由事前協m
.事務事量由一元化箇趨

・吉併E関する共通崎砲事項目確飽

新市将来纏想田作成

・新市建設計画軍軍由作成

.住民へ由情報提棋

佳民意向田抱混と反眠

注定協訓告白股立準備

・広場運吉、各種団体芯どと由網整

.その他必要事項

第2段階す
る
者
2
名

マ
住
民
代
表

マ
市
町
村
長
が
定
め
た
織
且
を
有
す

る
者

③
佳
軍
合
併
協
鴎
会
運
営
方
針
に
つ

い
て金
曜
輔
の
公
開
や
、
金
噂
結
果
を

積
極
的
に
情
報
発
信
す
る
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

⑥
任
意
合
併
協
揖
会
運
営
に
係
る
費

用
負
担
に
つ
い
て

-吉併協定項目白協纏

.新市建盤計画自作成

県などと由事前出峰

.住民へ由情報提棋

・広場運吉、各種団体草どと白調聾

.そ由他必要事項

・吉併協定白調印

・関係市町村醜会由薗決

・県知事届出、県盛会鶴決、知事決定

・総務省へ由届出、告示

・吉併準備作業

・広描連吉ほかー郡司医務組吉規約改正手続き

法定合併協議会

-周知の方法
会竃の1:関
涜定古併箇.会だよ

りの発行

関係市町村広様、
ホームベジ婦暖

第3段階

間
保
市
町
村
が
均
等
に
負
担
を
し

ま
す
。

⑤
委
庇
項
目
に
つ
い
て

協
議
会
の
運
営
や
事
務
事
輩
由

一

元
化
作
業
な
ど
を
円
滑
に
進
め
る
た

め
、
事
窃
の

一
部
を
委
託
し
ま
す
。

⑥
傍
聴
規
程
に
つ
い
て

会
議
は
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
(
問
い
合
わ
せ
先
は
任
意
合
併
協

議
会
事
務
局
か
、
開
時
市
町
村
合
併

担
当
課
)。

一企重の
10月9日嗣

第2回準備会。庭園町古渇で開催済制

11月20日醐

第3目指備会(武石村)

12月末

第 1固任意合併協蛾会

任意合併飽餓会般置に閉する合意.

の調印、規約・役員量出・置営方針・

事業計画(察)などの様・

平成15写1月

合同軍務所股置

1月-11月

任意合併飽.会審a・
12月

・2去定合併悔峨会段置..を.会鍵寮

ケジ玉吉川

(3) 
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市
で
は、

「心
豊
か
草
子
ピ
も
」
を
保
育
目
標
に
、
家
庭
と
手
を
取
り
合
っ

て
、

一
人
ひ
と
り
に
向

き
合
っ
た
保
育
を
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
心
身
の
健
や
か
な
成
長
を
、
家
庭
と
保
育
園
で
い
っ

し
ょ
に
考
え
、
そ
し
て
見
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

市
内
在
住
白
0
歳
か
ら
就
学
前
ま

で
由
児
童
で
保
育
の
必
要
性
が
高
い

児
童
(左
ベ

ジ
「
入
園
で
き
る
基

準
」
参
爾
)
か
ら
順
次
入
園
で
き
ま

す

(希
望
の
聞
に
入
国
で
き
な
い
場

合
は
、
通
園
可
能
な
ほ
か
の
図
へ
変

更
し
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
)。

月
1
金
曜
日
は
午
前
8
時
却
八
万
1

午
桂
4
時
羽
分
、
土
曜
日
は
午
前
8

時
加
分
1
午
後
零
時
加
分
が
原
則
で

す
が
、
通
勤
や
仕
事
由
都
合
で
そ
の

時
間
に
間
に
合
わ
な
い
場
合
を
想
定

し
、
朝
・
タ
と
も
に
延
長
保
育
を
実

施
し
て
い
る
保
育
闘
が
あ
り
ま
す

〈表
2
番
照
)。

保
育
料
は
家
庭
の
課
税
状
況

(保

護
者
の
前
年
度
の
所
得
税
額
な
ど
を

基
準
に
決
定
)
や
子
ど
も
白
年
齢
に

よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。
な
お
、
公
立

も
私
立
も
保
育
料
は
同
じ
で
す
。
市

で
は
、
保
護
者
の
負
担
を
軽
く
す
る

た
め
、
次
の
占
に
配
車
し
て
い
ま
す
。

山
国
で
定
め
る
基
準
保
育
料
と
は
別

に
、
市
が
独
自
に
保
育
料
を
定
め
、

約
お
%
の
軽
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ω
同
一
世
帯
で

2
人
以
上
白
児
童
が

同
時
に
入
閣
し
て
い
る
場
合
、

2

人
目
は
ω
%
減
、

3
人
目
以
降
は

無
料
と
な
り
ま
す
。

間
こ
白
ほ
か
、
同

一
世
帯
の
第

一
子

に
小
学
生
が
い
る
時
は
、
川

・
ω

で
算
出
し
た
保
育
料
が
更
に
半
額

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

-
延
長
保
育

(
延
長
保
育
料
必
要
)

通
常
保
育
時
間
の
前
桂
の
時
間
帯

に
、
延
長
保
育
時
閣
を
設
け
て
い
ま
す
。

・
一
時
保
育

(
一
時
保
育
料
必
要
)

保
護
者
の
出
産
・
病
気
・
冠
婚
葬

祭
等
で
、

一
時
的
に
家
庭
で
由
保
育

が
困
難
に
な
る
場
合
に
利
用
で
き
ま

す

(表
2
審
照
)。

-
休
日
保
育

保
護
者
の
仕
事
の
都
合
等
で
、
休

日
に
保
育
を
必
要
と
す
る
場
合
に
利

用
で
き
ま
す

(平
日
に
振
替
休
日
を

取
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
可

申
し
込

み
は
、
原
則
と
し
て
通
園
し
て
い
る

保
育
園
に
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

緊
急
白
場
合
は
直
接
、
休
日
保
育
実

t 

施
溺
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

(表

2
欝
照
)
。

-
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
保
育

保
育
園
で
の
集
団
生
活
が
可
能
な

範
囲
で
保
育
し
ま
す
。

-
子
育
て
支
援

・
相
談
{
随
時
}

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
(
南
部

・

富
田
中
央
保
育
閣
内
)
と
各
国
で
子

育
て
の
相
談
助
言
を
行
い
ま
す
。
セ

ン
タ
ー
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
市
役

所
・
各
支
所

・
公
民
館
等
に
あ
る
セ

ン
タ
ー
通
信
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

-
保
育
サ
ポ
ー
タ
l
事
業

闘
児
に
対
す
る
保
育
内
容
の
充
実
、

園
舎
町
棲
理
を
行
い
、
家
庭
的
な
雰

囲
気
の
子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
0

.
給
食
地
場
農
産
物
の
利
用
に
努
め
、
安

全
で
お
い
し
い
給
企
を
提
供
し
ま
す

(献
立
表
配
布
)。

3
歳
以
上
児
の
主

企
は
保
護
者
負
担
で
す
。

-
子
育
て
支
援
施
設
「
ゆ
り
か
ご
」

(上
田
市
産
院
に
隣
鰻
/
宮
引

・
5

0
0
8
)
 

マ
病
後
児
一
時
預
か
り

:
保
育
閤
等

に
通
国
中
の
乳
幼
児
が
、
病
気
回

復
期
白
た
め
聾
団
保
育
が
困
難
な

場
合
に
利
用
が
可
能
で
す
。

マ
出
産
育
児
支
援

出
産
桂
の
お
母

さ
ん
と
事
ち
ゃ
ん
の
生
活
を
応
援

す
る
た
め
、
家
庭
で
白
育
児
が
不

安
な
か
た
、
産
桂
の
肥
立
ち
が
お

も
わ
し
く
な
い
か
た
な
ど
が
利
用

可
能
で
す
。

[ 4] 14.1且16



各
保
育
園
(
公
・
私
立
)
で
は
、
次
の
と
お

り
平
成
時
年
度
目
入
園
申
し
込
み
の
畳
付
を
行

い
ま
す
。

-
保
育
園
入
園
の
受
付
[
表
1〕受
付
場
所

入
聞
を
希
望
す
る
保
育
圏

児
童
扉
育
課

(
よ
関
市
福
役
会
館
1
階
)

※
保
育
園
で
閉
し
込
み
を

し
な
か
っ
た
場
合

刊
月
沼
田
嗣
・
同日同日
間

正
午
3
午
後
7
盛
時

凶
保
護
者
が
病
気
や
心
身
白
障
害
な
ど
で
、
児

童
の
保
育
が
で
き
江
い
。

間
保
護
者
が
家
族
の
病
人
等
を
看
護
し
て
い
る
。

倒
火
災
・
風
水
害
・
地
震
な
ど
の
史
書
の
た
め
、

そ
白
復
旧
の
問
、
児
童
の
保
育
が
で
き
な
い
。

園
入
国
申
込
書
以
外
に
必
要
な
書
類

マ
常
勤
の
か
た
制
料
品
徴
収
取
の
写
し
ま
た
は

確
定
申
告
告
白
控
え
(
来
年
2
月
i
3月
に

拠
出
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
〉

マ
内
職
や
パ

l
ト
勤
務
の
か
た

パ
l
ト
タ
イ

ム
ま
た
は
内
戦
賃
金
支
払
明
細
書
、
あ
る
い

は
申
込
書
の
証
明
欄
に
事
業
所
の
証
明

マ
出
産
前
後
の
か
た
母
子
健
康
手
帳

マ
身
体
障
害
者
の
看
護
を
し
て
い
る
保
護
者
の

か
た
、
ま
た
は
保
筆
者
自
身
が
身
体

障
害
者
の
か
た
・
F

身
体
障
害
若
手
帳
、

看
護
が
必
要
な
こ
と
を
証
明
す
る
診

断
書
等

マ
保
護
者
以
外
の
同
居
の
親
族
(
師
歳

来
満
)
が
い
る
か
た
同
居
白
観
桜

が
保
育
で
き
な
い
こ
と
を
柾
明
す
る

() 

-
申
し
込
み
方
法

新
し
く
入
闘
を
希
望
す
る
か
た
は
申
込
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
各
保
育
園
、

児
童
保
育
課
、
各
支
所
ま
た
は
民
生

・
児
怠
蚕

良
さ
ん
宅
に
あ
り
ま
す
。

-
入
園
で
き
る
基
準

入
国
で
き
る
白
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
か
た
で
す
。
詳
し
く
は
ご
相
説
く
だ
さ
い
。

川
保
護
者
が
家
庭
外
で
働
い
て
い
る
。

間
保
護
者
が
子
ど
も
と
離
れ
て
、
日
常
の
家
事

以
外
の
仕
事
を
す
る
た
め
、
子
と
も
の
保
育

が
で
き
な
い
。

間
母
親
が
妊
娠
中
で
あ
る
こ
と
、

後
聞
が
な
い
。

ま
た
は
出
産

B 

レス http://v.ww.citv.ueda.nagano.jpfhoikukal 

東塩包保育閣は『自分で考え行動する子ども」

を目揮に、子どもたちと同じ目棉に立ち、毎日が

楽しく過ごせるよう轟かく迎えています.子ども

たちが自分で努力したことを、 I~めて ・ 箆めて ・

励ましてあげることにより自分を好きになり、

「もっとやってみたい草」と車歓を太らせ、心の

世界を量かに広げていかれるよう立母育在大切に

しています。また、思いやりの買持ちが持てる子

どもへの成畳を願い、一人ひとりに寄り添う温か

い保育を大事にしています。

~東塩国保育園長から~

書
類

〔パ

1
ト
・
内
職
証
明
替
、
診
断
書
な

ど
)

・
保
育
料
が
変
更
に
な
る
場
合

保
育
料
は
、
市
民
税
額
の
確
定
桂

(通
常
は

6
月
)
に
決
定
し
ま
す
の
で
、

4
月
か
ら
の
保

育
料
は
暫
定
に
な
り
ま
す
。
決
定
に
伴
い
年
度

目
途
中
で
保
育
料
が
主
亙
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

-
乳
児
保
育

出
生
前
か
ら
畳
付
が
で
き
ま
す
。
母
子
健
康

手
帳
を
お
持
ち
に
な
り
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

育
児
休
業
終
了
後
に
入
所
希
望
の
か
た
は
、

今
回
必
ず
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

-
中
途
入
園

特
別
な
事
情
で
急
き
ょ
入
国
す
る
必
要
が
生

じ
た
場
合
は
、
中
途
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

-
問
い
合
わ
せ

児
童
保
育
標

{
g
n
・5
1
3
2
V

14.10.16 [5] 



百
勇
士

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

9
月
初
日
側
、
第
1
回
目
の

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
は
、
上
田
を
愛
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、

さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
「
生
活
者
起
点
」
に
立
っ
た
活
発
な
強
論

を
行
う
中
か
ら
市
長
に
鑓
言
を
い
た
だ
き
、
市
政
運
営
に
役
立
て
る
こ
と

や
、
そ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
市
政
に
対
す
る
市
民
書
画
意
績
を
醸
成
し

て
い
く
こ
と
を
目
的
に
始
ま
っ
た
も
の
で
す
。
委
員
会
の
発
足
に
あ
た
り
、

初
代
か
ら
河
代
の
1
0
5
人
の
皆
さ
ん
が
参
加
古
れ
、
今
後
「
い
き
い
き

い
き
隊
」

・
「
み
つ
け
隊
」
・
『
つ
き
あ
い
隊
」
・
「
そ
だ
て
隊
」

「
し
ら
せ
隊
」
の
5
つ
の
部
会
に
分
か
れ
て
、
活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

「
う
え
だ
百
勇
士
委
員
会」

が
中
央
公
民

s 

二
〉
内
は
要
員
会
の
役
H
名
で
す
。

な
お
、
副
隊
長
は
、
委
員
会
で
は
事
務
局
員
に
な
っ
て
い
ま
す
@

だ
れ
も
が
夢
を
持
っ
て
、
明

る
く
棄
し
い
、
い
き
い
き
と
し

た
生
活
が
で
き
る
よ
う
立
環
境

づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
け
る
よ

う
頑
張
り
ま
す
。

泉濃さん
〈新居)

.副隊畳 間田車華子さん(みすす台j~

「
と
き
め
き
を
感
ず
る
上
田

市
」
に
し
て
い
き
た
い
。

残
し
た
い
も
の
は
保
存
し
、

埋
も
れ
て
い
る
良
い
も
の
を
積

極
的
に
見
つ
け
て
い
き
ま
す
。

く

[6] 

.副隊長石井孝こさん(半過)

14.1且16

んさR
n
m
 

f
引

佳
日
輪
叫
蓑

地
域
の
人
々
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
生
か
し
、
上
回
都
市
圏
づ

く
り
に
百
勇
士
委
員
会
が
活
動

で
き
る
よ
う
励
ん
で
い
き
ま
す
。

「
活
力
あ
る
上
田
市
」
を
目

指
し
て
、
ま
ず
は
人
材
育
成
を

課
題
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
。

.劃隊長中村芳葺さん(よ紺屋匂)

一
向
蜘
島
M
閤

映
像
の
仕
事
か
ら
得
た
経
験

を
生
か
し
、
上
田
地
域
の
自
然

や
文
化
、
人
物
に
ス
ポ
ッ
ト
を

あ
て

上
田
の
素
晴
ら
し
さ
を

主
国
に

「し
ら
せ
隊
」
。



• 
.問い合わせ
情報推進課 (ft23・8241)

役所停電点検作業に伴い

各種システムが停止します/
Jl月 4日目)は、 7↑1世所の停電に伴い以下の γ ステムが休止します。

当日はご不置をおかけしますが、ご協力をお願いします。

圃轄日休止

住民票専向動交付機(住民票・印鑑証明 ・各種税旺明等)、公共施設案内予約ソステム

圃作輩轄了桂順車種旧見込み

上回市ホ ムベ ジ、エコ ル(上田地域図轡館情報ネット)、 SARUTOBIクノほか

お知らせダ
メ
。
ゼ
ツ
タ
イ
。麻
藁
・
寛
せ
い
剤

藁
物
乱
用
防
止
=
長
野
県
大
会
開
催

健
康
権
道
標
(
宮
田
・

8
2
4
4
)

マ
と
き
叩
月
剖
日
榊
午
後
l
時

初
分
i
4時
マ

と
こ
ろ

上
回
市

文
化
セ
ン
タ
ー

マ
内
容

事
例
発

表
「
上
田
薬
剤
師
会
に
お
け
る
薬
物

乱
用
防
止
へ
の
取
り
組
み
」
。
講
演

会
「
若
い
世
代
に
お
け
る
薬
物
乱
用

由
実
態
と
そ
の
対
策
に
つ
い
て
」

(
講
師
さ
い
と
う
ク
リ
ニ
ッ
ク
副

院
長

・
永
野
潔
さ
ん
)

お
出
か
け
く
だ
さ
い

ふ
ろ
し
さ
市
〔
不
用
品
交
換
市
)

エ
コ
・
ハ
ウ
ス
(
a
u
目

E
S
'
4
4
)

騨
薫
物
酎
鏑
隈

(
8
2
E
0
6
6
6
)

ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
推

進
の
た
め
、
「
ふ
ろ
し
き
市
」
を
開

催
し
ま
す
。
主
催
者
の
エ
コ

・
サ
ボ
!

卜
叫
に
よ
る
、
い
ろ
い
ろ
な
お
楽
し

み
商
品
や
リ
サ
イ
ク
ル
商
品
な
ど
も

• 市役所代表電話822・4100
困25・4100

用
意
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
駐
車
場
が
狭
く
混
雑
し
ま

す
の
で
、
オ
レ
ン
ジ
パ
ス
な
ど
自
公

共
交
通
機
関
や
自
動
車
を
利
用
さ
れ

る
か
た
は
相
乗
り
で
お
越
し
い
た
だ

く
な
と
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
と
き
凶
月
幻
日
価
午
前

9
時

加
分

i
正

汗

マ

と
こ
ろ

エ
コ
・

ハ
ウ
ス
(
上
回
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

敷
地
内
)
マ
そ
の
他

エ
コ
・
ハ

ウ
ス
へ
の
問
い
合
わ
せ
は
、
午
前
日

時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
に

メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド

U
E
D
A

へ

お
出
か
け
く
だ
さ
い

メ
デ
ィ
ア
」ラ
ン
ド
U
E
D
A
(倉
拍

・
1
0
0
0
)

-
メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド
秋
祭
り
2
0
0

2 
マ
と
き
日
月
9
日
出
・
同
問
日

間
午
前
日
時
1
午
後
5
時

マ

内
容

市
民
C
G展
覧
会
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

缶
パ
ッ
チ
制
作
コ
ー
ナ
ー
、
デ
ジ
カ

メ
プ
リ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
、
ペ
ー
パ
ー

ク
ラ
フ
ト
コ
ー
ナ
ー
、

D
V
D映
憧

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
ク
リ
ス
マ
ス
リ

ス
教
室
ほ
か

マ
参
加
料

無
料

(
一
部
有
料
プ

l
ス
あ
り
)

-
C
D
l
R作
成
講
座

マ
と
き
日
月
日
日
幽
午
桂
l
時

加
分
j

4
時

羽

分

マ
対
象
者

パ

ソ
コ
ン
経
験
者
マ
定
員
団
名

マ
受
講
料

2
0
0
0
円

-
パ
ソ
コ
ン
相
鍛
室
(
相
談
無
料
)

マ
と
き
日
月
同
日

ω午
前
凶
時

1
正

午

マ

定
員

先

着

目

名

マ

申
し
込
み

事
前
に
電
話
で

上
回
創
造
館

刊
月
の
催
し

よ
図
創
造
館
(
宮
田

市
'
'
'
)

面
白

4
1
0
0
)

-
蔵
書
粟
展

1
紙
の
宝
石

・
小
版
画

3
(入
場
無
料
)

マ
と
き

U
月
H
日
開

1
同
羽
田
山
田

午
前
9
時

1
午
後
5
時

-
蔵
書
轟
を
つ
く
ろ
う
(
奮
加
無
料
)

マ
と
き

木
版
日
月
日
日
出
午

前
9
時
初
分
1
午
後
3
時
(
講
師
・

消
水
義
博
さ
ん
て
ス
テ
ン
シ
ル

日
月

M
日
間
午
前
9
時
加
八
万
1
正
午

(講
師
・
久
保
田
洋

一
ー
さ
ん
)

マ

定
員

両

日
先
着
目
名
マ
持
ち
物

木
版
は
彫
刻
万
。
ス
テ
ン
ン
ル
は

カ
ッ
タ
ー

マ
申
し
込
み

日
月
お

日
出
午
前
9
時
か
ら
、
電
話
で
上
回

創
造
館
へ

-
日
本
山
岳
写
真
協
会
展
2
0
0
2

3
山

・
わ
れ
ら
を
め
ぐ
る
世
界

5

(
入
場
無
料
}

マ
と
き
日
月
却
日
嗣

1
同
お
日
側

午
前
9
時

1
午
睡
4
時
泊
八
万

不
用
ロ
聞
に
な
っ
た
も
の
、
ほ
し
い

も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
騎
属
物

対
策
棟
内
ヱ
コ
・
ハ
ウ
ス
(
直
通
包

お

5
1
4
4
)

へ.
a吉
日
付
げ

“
午
前
m
m
g午
後

4
m
)

不
用
品
の
畳
録
に
つ
い
て
は
、

す
べ
て
無
料
の
も
自
の
み
で
す
の

で
、
ご
了
革
く
だ
さ
い
。
畳
録
期
間

は
3
か
月
で
す
。

V
ガ
ス
テ
ー
ブ
ル
(
都
市
ガ
ス

用
)
マ
乾
燥
機
マ
カ
ラ
オ
ケ

セ
ッ
ト
マ
ガ
ス
オ
ー
プ
ン
マ

ン
ン
グ
ル
ベ
ッ
ド
マ
パ
イ
プ
ベ
ッ

ド
マ
聾
理
ダ
ン
ス
マ
学
習
机

マ
本
箱
マ
ス
キ
l
板
・
靴

(
女
性
用
)
マ
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト

イ
レ
マ
亘
炭
あ
ん
か
マ
犬
小

屋
マ
豆
炭
コ
タ
ツ
マ
ウ
サ
ギ

小
屋
〔
室
内
用
)
マ
車
い
す

マ
世
界
文
学
金
集
マ
オ
ル
ガ
ン

マ
電
動
三
輪
車

マ
チ
ャ
イ
ル
ド
ン

l
ト

マ

ベ

ビ
ー
カ
ー
マ
ベ
ビ

i
ラ
ッ
ク

マ
ベ
ビ

1
ベ
ッ
ド
マ
お
ん
ぶ
ひ

も

マ

F
A
X
V電
子
レ
ン
ジ

マ
パ
ゾ
コ

ン

マ
掃
除
機
マ

炊
飯
器
マ
洗
団
地
機
マ
コ
ピ
ー

機
マ
電
気
コ
タ
ツ
マ
自
転
車

マ
一
輪
車
マ
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ

マ

E
ト
ラ
ク
タ
ー

14.10.16 [7] 



商工課 (rl23・5395)日本サイン学会が開催されました
9月20日掛・同21臼出 「節目回日本サイノ学会20021d州大会Jが、信州大
学繊維学部を主会場に市内で開催されました。中国や鱒固からの留学生を含

む約70人が全国から書加しました。
聞かれた学会を目指す閉会は、中心市街地をタウノウォッチングし、 「庖

舗サイノを含む庖舗デザイノ」の際価も行い、事，uに申し出のあ勺た17庖舗
について評価カードによる躍点を行い 「すばらしいで貰 (飯島商届・昌平室・

おお西)Jなどを週定しました。
上田市の防虫マップをデザインしたカレンダーや買い物語の提案、惇物館

webサイトの研究費量もありました。

気
持
ち
の
良
い
汗
を
琉
そ
う

景
観
卵
遺
ウ

e
a
lヰ
ン
グ

観宮
市
計
画
帳
(
宮
担

5
1
2
7
)

今
回
は
止
尚
早
川
神
糾
日
か
ら
リ
サ
ー

チ
パ

ク
を
経
由
し
て
、
鴻
ノ
県
ま

で
世
置
し
ま
す
。

気
持
ち
の
良
い
汗
を
い
勺
し
ょ
に

流
し
ま
し
ょ
う
。

マ
と
き

日
月
4
日
開
午
前
8
時

箱
分

1
正
午

(受
け
付
け
午
前
8
時

日
分

1
)

マ
集
合
場
所

生
島
足

島
神
社
休
憩
所
付
近
マ
講
師
牧

苔
孝
則
さ
ん

(
N
P
O法
人
ル
!
パ

ン
デ
ザ
イ
ン
研
究
所
理
事
長

・
信
州

大
学
大
学
院
講
師
)

マ
番
加
料

1
0
0円
(
当
日
徴
収
。
保
険
料
等

に
充
当
)
マ
申
し
込
み

叩
月
初

日
剛
ま
で
に
、
氾
話
で
都
市
計
画
課

へ

(当
白
書
加
も
可
)
マ
そ
の
他

飲
食
物
事
は
各
自
で
用
意
を

ウ

$
1
9ラ
リ
ー
で
圃
帳
交
潟
豊

田
陣
支
涜
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
担
冨
再

よ
図
市
由
開
受
涜
協
.
会
事
動
綱

(
企
画
四
円
8
目

5
・・
'
2
)

上
回
市
薗
瞭
交
涜
悔
.
会
会
長

(一浅
僻
E
ぉ
・
3
5
1
1)

異
文
化
へ
の
理
解
を
探
め
、
在
住

外
国
人
と
の
よ
り
よ
い
共
生
社
会
を

願
っ
て
、
開
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
開
催
し
ま
す
。

マ
と
き

日
月
刊
日
制
午
前
9
時

1

守
集
合
場
所

旧
別
所
小
学
校

跡
地
(
在
住
の
宙
学
生
に
つ
い
て
は

交
通
手
段
目
置
茸
を
図
り
ま
す
)

マ
内
容

在
住
外
国
人
の
脅
さ
ん
と

共
に
別
所
場
u
m地
区
多
品
t
心
に
ウ
ォ

ク
ラ
リ
ー
を
行
い
ま
す
。
相
染
閣
で

は
、
日
本
の
伝
統
的
な
宣
で
あ
る

「
お
も
ち
」
を
、
間
と
印
で
つ
い
て

食
べ
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
で
亨
療
を
深
め
ま
す
マ
ウ
オ
ー

ク
ラ
リ

l
定
員

先

着

3
0
0名

マ
申
し
込
み

事
前
に
、
上
田
市
国

際
交
流
協
議
会
事
務
局
ま
で

篇
2
自
環
境
学
習
会

ヱコ
h
y
ッ
キ
ン
グ
教
室
へ

よ
小
地
方
事
積
所
総
務
隈
隼
豆
活
環
繍
係

(
包
括

・
7
1
1
3
)

マ
と
き

日
月

6
日
附
午
前

9
時

加
分

1
午
睡
零
時
加
分
マ
と
こ
ろ

中
央
公
民
館
マ
調
節

三
木
千

鶴
子
さ
ん
(
長
野
県
栄
聾
士
会
所
属
)

・
高
間
寛
子
さ
ん

(長
野
県
栄
聾
士

会
所
属
)
マ
募
集
定
員

先

宥

ω

名

マ

嘗

加
料

輯

料

マ

申
し
込

み

凶
月
出
日
醐
ま
で
に
上
小
地
方

事
務
所
総
務
暁
生
活
環
境
保
ま
で

マ
と
き

日
月
日
日
幽
午
桂
1
時

1
4
時

マ
と
こ
ろ

上
回
東
急
イ

ン
国
際
ク
リ
ス
タ
ル
ホ
ー
ル

マ
対

章
者

平
成
時
年

3
月
新
規
大
字

・

短
大

・
専
門
学
校
卒
業
予
定
者
と
而

「
う
え
だ
百
勇
士
委
員
会
」
を
支
援

中
小
企
業
金
融
対
策
の
強
化

9
月
市
議
金
定
例
会
が
9
月

3
日
か
ら
同
お
日

ま
で
聞
か
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
剖
議
車
I
報
告

が
提
出
さ
れ
、
決
算
特
別
委
貝
会
で
継
続
審
査
と

な
る
日
穣
案
を
除
〈
凶
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

補
正
予
算
に
は
、
①
う
え
だ
百
勇
士
委
貝
金

の
支
援
金
庁
舎
整
繭
③
小
規
模
ケ
ア
施
設
由

主
媛
④
知
的
ク
ラ
ス
タ
1
創
成
事
業
白
運
営

⑤
中
小
企
業
金
融
対
置
白
強
化
⑥
子
ど
も
政
課

桂

・
週
末
活
動
等
の
支
援
な
ど
を
計
上
し
、
こ

れ
に
よ
り
補
正
桂
の
一
般
会
計
予
算
は
、

4
3
1

億

1
4
0
6万
円
余
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
公
平
委
員
会
委
員
に
湯
本
民
去
さ
ん

(臼
歳

・
下
紺
屋
町
)
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

園
主
な
条
例
の
制
定
・
改
正
な
ど

マ
上
田
市
属
業
集
落
排
水
施
股
条
例

の
一
部
改
正

小
泉
地
区
農
業
集
落
排
水
処
理
施

設
が
、

m月
l
日
に
供
用
開
始
の
見

込
み
と
な
っ
た
た
め
の
条
例
改
正
で

す。-
一
般
会
計
等
補
正
予
算
の

.
主
な
内
容

マ
う
え
だ
百
勇
士
聾
員
会
補
助
金
お
万
円

市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

t 

額輯算

i
i
E

ム予

度
吋
山内

額

た
二
弾

つ
一予

ま
一
正

室

橋

で
一E

 
・
「

431億1.406万円7li2.178万円岨会計

(8) 

.11月の粗大ごみ回収目
11月16日出…クリーンセンター駐車場
回収時聞は午前向野~正午.処理費用〈実費〉がかかります. 14.10.16 

582万円270億1li3.467万円特別会計

す
る
た
め
、
地
域
疎
閣
の
議
論
や
市

政
挺
冒
の
た
め
白
常
般
市
民
組
織

「
う
え
だ
百
男
士
委
白
金
」
を
般
世

し
、
そ
の
活
動
を
輔
極
的
に
支
援
し

ま
す
ロ

マ
ワ
l
タ
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
事
業

5
3
4
万
円

厳
し
い
雇
用
環
境
を
踏
ま
え
、
庁

内
事
務
を
主
と
し
た
臨
時
職
員
を
配

置
オ
る
こ
と
で
、
新
た
な
地
域
雇
用

の
創
出
を
図
り
ま
す
。

マ
庁
舎
整
備
事
業

4
6
9
0万
円

庁
舎
と
し
て
新
た
に
取
得
し
た
旧

上
掴
商
工
信
用
組
合
本
胞
の
改
皆
経



上田市は「市民参加による開かれた市政」を

推進しています。

市政へのご意見・ご提言をお寄せください。

.市長への手紙 (市役所総合軍内窓口・苔主所 ・公民館

Eどに専用のはがきを用意しています。切手を貼らずに
E出しください)

・市政提言電子メール (mayor@city.ueda.nagano.jp)、

市政裡言電話 (宮25・2539)、市政提言FAX(回23・5111)
でも畳け付けています。‘ 

"~，~ 'fぢ
つくる
私ぬ意見

校
卒
業
者

マ
そ
の
他

東
信
地
域

の
事
業
所
約
印
社
が
書
加
。
履
歴
容

を
持
番
。
高
校
生
は
教
諭
同
伴

秋川
のを
河汚

i|jlJg 
目トら
Eロ守
i; 1.1号
制 1'"つ

信
漉
川
を
守
る
協
議
会
で
は
、
日

月
お
日
幽
に
県
下

一
斉
秋
の
河
川
パ

ト
ロ
!
ル
を
行
い
ま
す
。

河
川
へ
白
不
法
投
棄
や
水
辺
で
遊

ん
だ
あ
と
白
ご
み
の
散
乱
、
釣
糸
や

容
器
の
投
棄
が
目
立
つ
ほ
か
、
空
き

缶
や
肥
料
袋
な
ど
も
多
く
回
収
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
ら
を
放
置
す
る
と
、
川

田
景
観
が
損
な
わ
れ
、
水
質
が
汚
濁

す
る
原
因
と
な
り
ま
す
。

川
は
み
ん
な
の
財
産
。
き
れ
い
な

川
を
残
す
た
め
、
ご
み
は
敢
世
せ
ず

持
ち
帰
る
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
に
補
助
が
あ
り
ま
す

醐
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
事
入
促
進
事
部

太
陽
光
発
・
um

(E
0
3
・5
2
7
6
・3
0

・6)

1
』
同
四
四
陣
ド
回
同
ト
同

H
Mド

醐
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
で
は
、
平

成
H
年
度
下
期
住
宅
用
太
陽
光
発
電

ン
ス
テ
ム
設
置
に
対
す
る
補
助
白
募

集
を
開
始
し
ま
し
た
。

太
陽
光
発
電
は
二
酸
化
炭
素
を
排

出
し
な
い
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

あ
り
、
公
共
施
設
で
も
順
次
導
入
し

て
い
ま
す
。

補
助
金
額
等
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
財
団
の
ホ
ー

ムペ
l
ジ

(E
S
¥¥毛
毛
d

司
自
民
。
ど
司
)

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

霊長
障 面

喜2
2122 
2.31助
51成

ilE 

人
工
遺
析
の
た
め
町
、
通
院
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

マ
対
聖
者

{次
の
要
件
に
す
べ
て

該
当
す
る
か
た

)
g
m内
在
住
で
、

腎
臓
機
能
障
害
に
つ
い
て
身
体
障
害

者
手
帳
の

1
級
白
認
定
を
畳
け
て
い

る
か
た
②
片
道
2
回
以
上
田
距
離

を
通
院
し
て
い
る
か
た
マ
申
し
込

み

叩
月
担
日
捕
ま
で
に
福
祉
課
、

た
だ
し
、
必
要
容
類
を
お
渡
し
し
ま

す
の
で
、
事
前
に
福
祉
諜
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
(
必
要
害
類
を
郵
送
す

る
こ
と
も
可
能
で
す
)

明

け
れ

μi肘ポ
恥
卜
・

古
市
フ
ア

5 

8平
21 ... 

i全
l手
とι'L圃圃圃

地
域
の
み
ん
な
で
子
育
て
を
支
援

し
て
い
こ
う
と
、
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

-
募
集
会
員

①
依
頼
全
員
(
子
育
て
由
援
助
を
畳

け
た
い
か
た
)
市
内
在
住
か
在

勤
の
お
お
む
ね
生
陸
3
か
月
以
上

費
と
、
そ
れ
に
伴
う
本
庁
舎
内
田
整

備
に
保
る
経
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

マ
高
齢
者
等
外
出
支
援
事
業
7
6
1
万
円

公
共
交
通
峨
閣
の
利
用
が
困
難
な

忌
暑
に
対
し
て
、
医
療
・
稲
祉
サ
!

ピ
ス
提
供
施
設
へ
白
外
出
支
援
を
行

い
ま
す
。

マ
小
規
模
ケ
ア
施
極
支
援
事
業

e
e
1
8
4
万
円

さ
ま
ざ
ま
な
団
体
や
市
民
と
白
協

働
を
進
め
る
た
め
、

N
P
O法
人
が

既
存
住
宅
を
改
睡
し
、
新
た
な
開
設

予
定
の
小
規
模
ケ
ア
施
設
の
務
備
に

対
し
、
支
一俊
を
し
て
い
き
ま
す
。

マ
知
的
h
y
ラ
ス
タ

l
創
成
事
業
運
営

補

助

金

。

。

4
4
4
万
円

文
部
科
学
省
の
指
定
を
畳
け
て
、

長
野
県
テ
ク
ノ
財
団
が
行
う
「
長
野
・

四
歳
ま
で
の
子
の
保
護
者
の
か
た

②
提
供
会
員

〔子
育
て
の
媛
助
が
で

き
る
か
た
)
市
内
在
住
で
子
ど

も
を
自
宅
で
預
か
れ
る
か
た

・
乳

幼
児
や
児
童
白
保
育
に
熱
意
の
あ

る
か
た

③
両
方
会
員
依
頼
会
員
、
提
供
会

民
両
方
に
骸
当
す
る
か
た

-
料
金
月
曜
日

1
金
曜
日
(
祝
日
・
年
末

年
始
除
く
)
午
前
7
時

1
午
世
7
時

1
時
間
6
0
0
円
。
こ
れ
以
外
の
時

間

i
時
間

7
0
0円。

入
金
金

・
年
金
費
は
無
料
。

上
田
地
域
知
的
ク
ラ
ス
タ
l
創
成
事

業
」
の
推
進
を
図
る
た
め
、
職
且
を

派
遣
し
ま
す
。

マ
中
小
企
業
金
融
対
策
事
業

2
億
5
2
3
万
円

依
然
と
し
て
厳
し
い
経
営
環
境
田

中
で
、
資
金
調
達
に
支
障
を
き
た
し

て
わ
る
中
小
企
業
者
の
経
営
状
況
の

改
普
を
図
る
た
め
、
市
制
度
資
金
の

融
資
枠
を
拡
大
し
、
更
な
る
貰
金
需

要
に
対
応
し
ま
す
。

マ
子
ど
も
放
課
後
・
週
末
活
動
等
主

援
事
業

。

・
1
7
7
万
円

完
全
学
校
週

5
日
制
に
対
応
す
る

た
め
、
地
域
で
の
子
ど
も
の
体
験
活

動
や
奉
仕
活
動
等
の
機
会
の
充
実
を

図
り
、
青
少
年
目
健
全
育
成
に
努
め

ま
す
。

園
味
覚
の
秋
で
す
/

-

E

室
賀
温
泉
ふ
れ
あ
い
新
そ
ぱ
祭
り

-

マ
と
き

日
月
9
自
由

・
岡
山
日

間
午
前
日
時

1
午
桂
3
時

マ
と
こ

ろ

室
賀
塩
泉
さ
さ
ら
の
湯

マ
内

容

も
り
そ
ば
・
か
け
そ
ば

・
そ
ば

羽
町
・
地
元
農
産
物
白
販
売
、
浦
野

宿
勇
太
鼓
白
誠
事

(
9
日
昼
)
、
わ

た
あ
め
と
刷
用
船
の
無
料
配
布
な
ど

11月2日出 ツルヤ大屋慮、マツヤ上回唐
11月g日出 頭友秋和庖、西友三野町廃、 Aコープヨア塩図底
11月16日出 マγャ上園インタ 慮、やおふくよ欄唐

程回同の
園
内-M
h坑
J
a
a
 

h
y
a
世

れ
い
聞
出

M
幡
市

サ
昨
ea

r
p
-~{紙

'
鴨
宮

2
閣

工

相

凪

ク
闘

ι

-

聞

剛

nu

目

凶

問

mw

ィ
m
E

ウ

固

豪

• 
14.10.16 (9] 



........................・・・......................................................................................・・・・. • -• . . • 
T講習会へお出かけください巴J市では、昨年度好評でした[T構習会を今年度も開催します。 パソコン初心者のかたを

対量にした入門編と、ワード・工クセル編と 2つの講座を用意しました。「パソコン初め

て在んだけど・・・」、「インターネットやりたいけど、離しそう ?Jと思っているかた、

お気軽にご嘗加ください。

. 

• •••••••••••• 
エクセル編ワ プロソフト「ワ ド」の基本線作、量

計算ソフト「エクセル」の基本E操作 1>受鶴料開O円

(テキスト代として) 令市し込み・問い合わせ 電隔

でメディアランドUE DA (宮39・1000)へ 1>その他
12時間で lコース (2日間、 3日間、 4日間の 3積舶の

コースあり)です

1>封量 パ 1コン初心者 (20歳以上で12時間すべて畳

講できるかた。昨年度実施した晴座と同じ内容ですので、

初めて畳講されるかたを置先) 1>定員 各講座とも先

暗20名 1>内容 ①パソコン入門編パソコンの基本拠

:作、ワープロ文替の作成、インターネットの基本e操作
i(ホムペ ジ関車・電子メールの退畳惜) ②ワ ド・

!.， TI・冒会 (11・12月)の日程
i月麟座番号 開催日 時間 内容 対象者 会 場

入門緬 高齢者 メディアランドUEDA11・19111月9日出'16日出・23日出 13:曲......17:00

11月 11-20 11月26日凶ー29日出ー12月3日凶 13:00-17凹 入門編 一般 よ野が丘公民館

11・22 11月18日間ト19日同・20日嗣・21日同 18:30......21:30 ワード ーエクセ"編 一般 よ回創造鎗

12-23 12月3日出 5臼同 e自国 13:凹......17:凹 入門絹 一般 メディアランドUEDA

! 112月 12-24 12月6日圃・10自国・13日闘・17日出 9，回-12凹 ワード ，工クセJレ圃 一般 上野が丘公民館

12-25 12月11日嗣・12日開 日00......16:00 入門編 般 上回創造飽

. 

f 

. 
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1 
3 
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上
田
市
障
害
者
福
祉
計
画
自
見
直

し
に
つ
い
て
、
審
議
し
て
い
た
だ
く

委
只
を
公
募
し
ま
す
。

マ
応
募
資
格
市
内
在
住
の
初
歳

以
上
百
歳
以
下
白
か
た
(
他
の
公
募

に
よ
る
審
蟻
会
委
貝
な
ど
に
選
任
さ

れ
て
い
る
か
た
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
)

マ
募
集
人
員

l
名

マ

任

期

日
月
1
来
年
3
月

マ

申
し
込
み

m月
初
日
剛
ま
で
に
、
所
定
白
申
込

書
(
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
)
に
、

「
障
害
者
が
地
域
で
生
活
し
て
い
く

た
め
に
」
と
題
し
た
レ
ポ
ー
ト

(
8

0
0字
以
内

・
書
式
自
由
)
を
添
え

て
、
福
祉
諌
へ
拠
出

マ
そ
の
他

レ
ポ
ー
ト
と
面
接
に
よ
り
決
定
し
ま

す

世
F
一

信
越
並
道
上
悶
故
送
局
で
は
、
今

月
か
ら
ラ
ジ
オ
新
番
組
「
伺
州
上
回

六
文
銭
歴
史
ロ
マ
ン
」
を
故
送
し

て
い
ま
す
。

上
回
と
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関

係
に
あ
る
、
六
文
銭

・
立
回
一
族
を

テ
1
マ
に
し
た
番
組
で
、
史
実
と
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
の
両
面
か
ら
、
真
田
一
族

に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
意
外
と

〈

14.10.16 [10) 

知
ら
れ
て
い
な
い
こ
日
れ
話
、
ゆ
か

り
由
遺
跡
や
掛
所
な
ど
を
紹
介
し
、

歴
史
ロ
マ
ン
諌
う
上
回
の
魅
力
を
全

県
下
に
発
信
す
る
も
由
で
す
ロ
番
組

を
通
じ
て
上
田
を
再
発
見
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

-
番
組
放
送
時
間

川
月
か
ら
来
年
3
月
末
ま
で
の
、

毎
週
土
曜
日
午
怯
6
時
初
分
か
ら
6

時
岨
分
ま
で

'----

現陳

??lヲ

最
近
、
悪
質
な
訪
問
販
売
や
点
検

商
法
の
事
例
が
増
え
て
い
ま
す
。
市

民
自
皆
さ
ん
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
こ
ん
な
事
例
が
車
り
ま
し
た

①
「
水
道
水
の
水
質
検
査
を
し
て
い

る
の
で
、
台
所
の
水
を
採
ら
せ
て

ほ
し
い
」
と
言
っ
て
各
家
庭
を
訪

問
し
、
塩
素
に
反
応
す
る
試
車
を

使
っ
て
水
道
水
が
汚
染
さ
れ
て
い

る
か
の
よ
う
に
説
明
し
、
高
額
な

浄
水
器
の
瞬
入
を
勧
め
ら
れ
た
。

②
「
水
道
局
か
ら
来
ま
し
た
。
排
水

官
、
給
水
管
白
点
検
を
し
ま
す
」

と
雷
っ
て
上
が
り
こ
み
、
お
試
し

洗
浄
(
清
掃
)
を
強
引
に
勧
め
る
。

輯
料
の
点
検
だ
と
思
っ
て
い
た
ら
、

桂
か
ら
高
額
な
柑
求
を
さ
れ
た
。

・
こ
ん
な
点
が
お
か
し
い
ぞ

水
道
水
に
は
、
消
哉
の
た
め
に
必



ず
塩
曹
が
入
っ
て
お
り
、
車
需
に
反

応
す
る
鉱
薬
を
入
れ
る
と
色
が
変
わ

り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
水
の
汚

れ
と
は
閲
保
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
上
下
水
道
局
で
は
家
庭
白

水
道
メ
ー
タ
ー
か
ら
先
に
つ
い
て
白

占
検
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

-
特
に
注
意
が
必
要
な
点
は

水
道
の
給
水
官
の
情
婦
に
つ
い
て

は、

「
特
定
商
収
引
に
附
す
る
法
律
」

白
規
制
対
量
役
務

(
サ
ー
ビ
ス
)
か

ら
外
れ
て
お
り
、
ク
l
リ
ン
グ
オ
フ

白
対
量
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
特
に
注

意
が
必
要
で
す
。

-
ク

l
リ
ン
ダ
オ
フ
制
度
っ
て
何

紡
問
販
売
で
、

一
定
の
商
品
を
契

約
し
た
が
解
約
し
た
い
場
合
は
、
契

納期限10月31日偏
・市県民 筏 3期
・国民健JJI保険線 4WJ 

便利で確実な口座撞替のご利用を

児童保育巌
(曾直通23・2000)
ー厄量一言語一
唖置1610)
王雇両面雨量面
」宣亘理23.53塑]
ι l農業聾員会
【杢ft章2摘)
上田市福紘会館

生活環旬開銀
(本庁舎1階)

墨付lま

社会循祉簡略会
(ft27・田回)

行

児

約
笹
而
を
畳
け
取
っ
た
日
を
含
め
て

8
日
以
内
に
解
約
通
知
を
出
す
と
、

無
量
判
で
契
約
の
解
除
が
で
き
る

「
ク

リ

ン

グ

・
オ
フ
制
度
」
が
あ

り
ま
す
。

ク
1
リ
ン
グ

・
オ
フ
の
仕
方
は
、

販
売
会
社
あ
て
に
、
は
が
き
に
契
約

を
解
除
し
た
い
旨
を
書
い
て
コ
ピ
ー

を
と
っ
て
か
ら
郵
亜
局
で
簡
易
智
留

で
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
コ
ピ
ー

は
粧
拠
を
残
す
た
め
に
必
要
で
す
か

ら
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
を
し
て

あ
る
場
合
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
あ

て
に
も
出
し
て
お
く
と
確
実
で
す
。

詳
し
く
は
、
市
役
扇
か
上
回
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
毅
く
だ
さ
い
。

社会福祉鎗陵会
(曾22・3佃2)

高齢者瞭業絡談室
(よ図パートサテライト肉〉
(..26・8{)11)

上回商工会復時
(包22・45凹)

毎週月 ・火晦日
9日00-16:00

結

-・・..................................................................................................................

ご協力を蔚願いし春if
爽通規制に
ご理解・

木町橋

改修工事

現在、都市計画道路甜勤部伊勢山線道路改良工事を行令 また、ごの問下図 - 箇所の空通規制を、 一方通行 .

II月から来年 2月まで、本町繍改修工事を行うため白

:動車の通行ができなくなります (歩行者は現在の木町描 なお、ご不明な点は都市計商鯨 (..23・5127)

;鵬韓闘拡幅寵詰鴎属品臨 蝿 l

;錨蟻臨ト¥;
トー主当 Ic>工事期間 11月中旬二来隼2月 c>宜量鰻創圃・・のE聞1<1一方量滑から宜互量得にIH!します E割 問同・1

までお

[11) 14.10.16 
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劇団ふるさときゃらばん

S:1ー志向It・つ?L4PZ;-ff上DIZやっと〈る/

:;λ;f目立31茸」

OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO~ 

g 捌 2-真田幸村の泌さか /、/戸、/、2 -- jE2EをE，g
i 信州上回歴史ロマンウゆピたうミri 
i 参加者募集 巳~ ~
i 戦国時代に活蹴した真田ー蜘ルーツをたどり歴史と問山川、市民の皆さんの健康づ 5
3く;;ff;:::;t:;ZT2信州上回歴史ロマンウオーク す。 i 

glA冊一コf |30km| 午前6時- I午日l i 
| 月16日出| B 酬鵬街道丸子城コス I 30km I午前6時- 1午前7時 l E 
81 1 c 上田原古戦場コ ス I 20km I午前7時-1午前8時 1 5 jl | 上問 | 附 |午前時- 1午前時| ; 

E 真田幸村コ ス 1 6km 1午前8時- 1午前9時|

011叩

~I G 域下町寺社めくりコ ス 1 6km 1 午前8時- 1午前9時| g 
8b暗嘗加料 -般叩0円、中学生以下川0
g b刷 所 上聞市営陸上競醐 円 i 
o 1>申し込み 10月31日関までに申込替に必要事項を記入のうえ参加料を添えて実行委員会事務局へ JE 
g 1>問い合わせ 信州上回歴史ロマンウオーク実行委貝会事務局(中央公民館内即 日間) 5 
~OOOOOOOOOO 

日々 iiz|閉FH説話料zi霊lzHEli教育
ま内言プ民 i111 H 七;g;iii;if|!liE-
自Eiffilii|2|円fi j残留同信33i11133
ii!?i|;i凹iiiii詰当時|;隈

14.1且16[12] 



|第1211壮川ビーチボール大会開催 11 

、

1>とき 12月1日(団 bところ 市民体育館、勤労
者体育センタ- 1>種目 ①見性40歳未満の部 ②見
性40歳以上の部 (いずれも女性申書加可能です) ③ 

女性45歳未満の部 ④女性45歳以上の部 ⑤混合の部

{女性2名以上で構成、年齢制限なし) 1>チーム編
成 ①選手は市内在住・在勤のかた ② Iチーム 7名

以内 (監督も選手を兼ねられます) 喧各部門申年齢

は大会当日町年齢とします ④メンハー韮は大会当日

に提出。以挫の変更は認めません 1>競技方法 ①試

合は種目別 ・プロック別のリーグ戦。組み合わせは主

働者側で責任抽選します ②主審 副審・線審 ・得点

揺を各チーム 3名ずつ出していただきます 1>定員

120チム (先着順) 1>書加料 lチム1.000円
1>申し込み 11月11日開~同25日開に、事加申込轡に
必要事項を記入のうえ、書加料を添えて体育課へ

• 
体育課(卸 3・5105)

|スポーツ少年l吋(スート)J州民主主1
1>とき 12月末~来年3月末白土・日曜日 (全10回
程度) 1>ところ 菅平高原スキー場ほか 1>対車

市内田小学2年生~中学3年生 b定員男女若干名
b嘗加料 入国企16.000円、年金'l'I17.0日目円 b申
し込み 電話で上回市スキースポーツ少年団事務局

(金井古22・8054)へ

|小学生flll・中断スキー腕参加mm.
第lIIDl上川

1>とき 12月 l日(回 bところ 自然運動公園総合
体育館 b対象市内在住 ・在勤 ・在学白かた 1>部
門 ①小字生田部 ②49歳以下回部③50歳以上田部
1>チ ム編成 2人以上6人以下 (性別は問いませ
ん) 1>定員 64チーム 1>嘗加料一般 lチーム

1.0凹円、小学生以下 l人l∞円 b申し込み 11月15
日幽までに、所定の申込容に必要事項を記入のうえ、

書加料を添えて体育課へ

アクアプラザI川なれ敦信ra徒募集 11 

1>とき 11月11日(月)から毎週月曜日 (全16回)午桂
l時- 1>対象 まったく肱げないかた b定員 10 
名 (先着順) 1>受情料 1.ω0円 (入館料・保険料
を除く)

1>申し込み 官製はがきに、住所・氏名・電話番号を

記入のうえ、 10月31日剛必邪でアクアプラザ上回(串

386.0042 上岡市上塩尻623)へお申し込みください
1>問い合わせ アクアプラザ上田 (ft26・2626)

スキー技術白習得と規格正しい団体生活自体験を目

的に、小学5・6年生を対量とした初 ・中級者スキー
教室を開講します。

bとき 来年 l月4日出~同6日旧11>ところ 帥
由服スキー場(宿泊は草i甑背年の家) 1>対象 スキー
初心者~中級者で、集団生活のできる市内白小学5・
6年生 1>檎師全日本スキー連盟公認指導員 b定
員 90名 b磐加料 12.000円 (吏通費、宿泊費、リ
フト代、保険代等) 1>申し込み 往復はがきに ① 

氏名 ②生年月日 ③性別 ④学校名軍学年 ⑥住

所 ①電話番号 ⑧教室期間中の緊急連絡先軍保聾

者氏名 ・押印⑩自分のレベル(J初心事・ E初級者 ・

血中級者)を記入のうえ、 12月2日明)必着で上田市教
育委n全体育課(奇386.0025 上岡市天神2-4-74)
へ bその他 応募者が定員を超えた場合は抽選を行

い、結果を桂日返信はがきで連絡します。なお、書加

者は12月13日幽までに書加料を体育課へお持ち〈ださ

い わ注意事項 貸スキーを希望するかたは、体育課

でまとめて申し込みをしますので、書加料をお持ちい

ただくときに身長・靴白サイズを確認のうえお申し込

みください。なお、貸スキーの料金は次白3種類ですq

①スキー・靴白セット 3.000円 ②スキー田み 2.100円

③靴四み 1.500円

『市
民
が
つ
〈
畢
禽
畠
申
曾
念
書

E

申

甘

ん

か
明
日
を
創
る
ト
l
キ
ン
グ
プ
-一ヲ
ザ
幻

(安
井
E
U
E
3
'
8
8
)

童
の
安
全
が
問
わ
れ
る
現
在
、
食

品
の
追
跡
シ
ス
テ
ム
と
安
全
量
示
は

ど
う
あ
れ
ば
よ
い
の
か
、
ヨ
ー
ロ

ッ

パ
の
事
例
に
も
と
づ
い
て
講
演
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

マ
と
き

日
月
6
日
附
午
桂
7
時

:

マ

と
こ
ろ

中
央
公
民
館
第
l

会
議
室
マ
情
師

歯
形
正
則
さ
ん

(
市
民
セ
ク
タ
ー
政
荒
機
織
・
研
究

只
)

マ
怠
加
料

無
料

'E国
民
医
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
う
え
だ

民
話
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
同
揖
員
会

(
斎
蘭
au
羽

・
5
2
2
8
v

テ
ー
マ

「
や
ま
ん
ぱ
2
」
に
沿
っ

た
出
し
物
ゃ
、
民
話
一
般
に
か
か
わ

る
表
現
を
い
ろ
い
ろ
な
形
で
行
い
ま

す
。
ま
た

「
や
ま
ん
ば
や
民
話
に
つ

い
て
」
の
講
演
が
あ
り
ま
す
。

?
と
き

川
月
四
日

ω・
悶
初
日

田

マ

と
こ
ろ

旧
西
取
回
小
学
校

マ
内
容

絵
画
・
民
話
調
査
な
ど

白
展
示
発
表
、
子
ど
も
民
話
太
鼓
ほ

か
ス
テ
ー
ジ
尭
量
、
語
り
の
会
な
ど

マ
間
演
会

叩
月
初
日
価
午
前

m

時
1
正
午

(講
師
宮
城
県
教
育
委

貝

・
小
野
和
子
さ
ん
)

マ
書
加
料

輔
料
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保健ガイド
| 健康推進課(叩 8244)

f 

-風しん予防接種を受けていないかたヘ
市では、市内に住民票がある昭和54年4月 2日から

昭和62年10月 l日までに生まれたかた白中で、風しん

の予防接種を受けていないかたを対量に予防接種を行

いますロ

これは、厚生労働省が平成11年に全国調査した結果、

この年代のかたで予防接種を畳けたかたの割合が55.5%

と低かったため、来接種のかたに予防接種を畳けても

らうように法律が改正されたのを受けて実施するもの

です。 。.勺
風しんは、風しんウイルスの飛沫により感染する急

性の発しん性感染重宝です。一般的に軽症のことが多く

2-3日で回復することから「三日ばしか」とも呼ば

れていますが、妊蹄が妊娠白初期にかかると胎児にも

感染し、先天性異常児白出産(先天性風しん症候群)

が起こることもあるため、この年代に該当するかた白

接種をおすすめしています。

b対象者昭和54年4月2日から昭和62年10月 1固

までに生まれたかたで、風しんの予防接種を受けたこ

とがなも、かた(ただし、風しんにかかったことが明ら

かなかた、 MMR(麻しん・おたふくかぜ・風しん混
合ワクチン)を接種したかたを除きます) 1>実施期

間来年l月6日間)-2月28日幽まで b実施場所

接積白申し込みをしたかたには、接種する医療機関を

お知らせします 1>接種料金無料1>申し込み 12 

月10日0<Jまでに健康推進諜窓口へ直接申し込むか、は

がきに ①郵便番号②住所③氏名 ④生年月日

⑤電話番号 ⑥「風しん予防接種希望」と記入して、健

康推進課〔署386-8601 上田市大手 1-11-16)へ

〈

-歯がはえたら教室
かわいい子どもの真草のような歯をむし歯から守る

ために、歯がはえてきたら正しい知識と方法をしっか

りと身につけましょう。

詳しくは、健康推進諜までお尋ねください。

1>とき 11月13日嗣・同25日開・ 27日制午前10時~
11時(受け付けは午前9時5日分-10時) 1>ところ

上田市保健センター(市役所南庁舎2階) 1>対車

歯が 1;本-4本はえてきたお子さん b持ち物母子

手帳、歯プラン、コップ、タオル b申し込み 事前
に健康推進課 ("23・8244)へご連絡くださL、

分

-

a
E
J

m
m
44
 

夕

昨

町
，、
1
木

.，

桂

材

工

午

H

D
m附

の
~
医

働

市
川
桝

山
、
白
唄

し

午

町

山山下

畑

以

上

山川
5

1

月

乙

同
出

I

七

6
き

l

由
取
と

)

劃
配

hv
場

・・

閥

G U D E 

3 -6・市立図智館東側 (駐車スペースが狭いので、
乗り合わせでお越しください)) 1>参加料輔料

bテーマ 「目指そう8日201功、歯は一生の宝J 1>内
容 8020(80歳以上で20本以上回自分自歯があるがた)

連成者の表彰、講演「おいしい事しみいつまでも」

(講師料理研究家・ 山本麗子さん) 1>その他 当

日は、 8020の達成者を表彰しますので、 80歳以上で自

分の歯が20本以上あるかたは、かかりつけの歯科医、

または上旧小限歯科医師会に10月31日附までにお申し

出ください b問い合わせ上田小県歯科医師会(.. 
22・2160)

;・パWホω~ωゅホωw今、-i
;11月のa幼児健...壷・敏富・

1>聖付時間 ①乳幼児俊庫監査(4か月児・ 1揖6

か月児・ 3歳児) 午桂1時-}時45王子 ②2歳児教
室午桂 1時-1時15分[①、②とも午後零時30分以

前の畳け付けはできません1>持ち物 ①乳幼児健

康監査母子健康手板、健康睦査票(赤ちゃん手帳の

中にありますので記入してお持ちくださL、。3歳児は

視カ・臆力検査を実施して、記入してくださもつ、パス

タオル、おむつ、歯プラソ(}揖6か月児)0 3揖児は、
尿検査の容器をお送りしますので、お持ちください

②2歳児教室 母子健康手帳、おたずね周紙、歯プラ
γ、コップ、おやつ代(実費)、おやつ用はし・フォ

クなどとお1111 1>問い合わせ健康後退臨(..23-8244)

・保健センター(市役所爾存歯2階)

4か月

1歳eか月

3 歳

2畠児教室

・Jlli!i祉金福祉1!:ン11ー(椙田・111酉地Eの事たのみ)

1 4か月 11月1日 14.6.16-7.15 

.淘悶母子健康セン9ー{塩園・111酉鎗Eのかたのみ)

l1歳eか月 11月29日 13.3.16-5.15 
※場図 lil酋地匡の2歳児教室 3歳児鍵彰は12月に行
います。

-個別10か月児健鯵{市内申雲隠匿癒槍聞)

|個別10か月 111月1日-30日I13.12.16-14.1.15 I 
※10か月泥健診は、 4月以降、市内の委E医療機関で行
うことになりました。なお、対象者に，.個別に通知し
ます.群しくは、健康推進襖までお尋ねください.
-・・........ ........ー・.......... ... .... ..... ........... ..... . 

14.10.16 [ 14] 
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第1回

上岡市ことぶき大学
大学院入学式

'" rともに学べる場所」に~
10月1日閥、上田市ことぷき大学大学院の第1回入学

式が、中央公民館3階大会議室で行われ、男性17名、女

性16名の計33名が入学しました。

この大学院は、高齢化率が年々高く立り、また生涯学

習に対する要望が高まっているよ田市において、ことぷ

き大学在どの草業生が、さらに継続してより尊門的立内

容について、目的をもって学びたいという意欲に応えて

設立したものです。大学院は、 高齢者のかたがたが充実

した価値ある日々を送るための「ともに学べる場所」と

Eります。

ことぷき大学大学院の修業年数l孟2年間で、 講座は毎

月1回行われます。院生は文系コースか理系コースのど 33名白かたが入学されました
ちらかを選摂し、 2年間継続して学習する予定です。ま

た講座はゼミ(演習)形式による学習を中心に行い、運

営についても院生の自主性と主体的E重量加を取り入れて

行うことになっています。大学院の修了者には博士号等

の称号が授与されます。

(15] 14.10.16 

平成14"
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映画のロケ地として全国的に有名になったよ固で聞かれる映画祭です。

新旧の秀作映画とアニメ ション作品をお楽しみください。

1日券で上田市文化会館、よ田市マルチメディア情報センター、上回でんき館 (rたそがれ清兵衛J鑑賞に限る)
に入場できます。

-開催内容 達※は上田口ケ作品です

d前夜祭(会場上回映劇)
11月8日樹
19:0日 立川|志らくのシネマ藩語「ビッグJ& rSFIJ咽JJ
e一般上映の部(会場 上田市文化会館ホール)
11月9日出テーマ地方ロケの名作
1仕∞ 「駅STATIONJ(主演高富健)
1止口0 ゲストトーク「映画ロケ地の愉しみ」

映画評蛤家田沼雄ーさん

14:∞ 「転校生J(主演小林聡美、尾美としのり)
1仕00 rキューポラのある街J(主演吉永小百合)
17:50 r砂の器J(主演加藤田川
11月10日岡テーマ若手監督作品特集
10:00 rGOJ (主演窪塚洋介、柴咲コウ)
13:00 rまぶだちJ(主演沖津和)
14:50 トークセッション

古厩智之 (映画「まぶだち」監笛)VS田沼雄一 (映画評愉家)
15:45 rハッシュノJ(主7直田辺誠一)
*18:10 凡ove SongJ (主演伊藤英明、仲間由紀恵)
③アニメ上映の部 (会場 上田市マルチメディア情報センター一)

11月9日出テーマフルデジタルアニメ ション特集
10日日 「ファイナルファンタジ J (日本語字幕版)
13:00 rsL口00THE LAST VAMPIREJ 
14:00 rシユレックJ(日本語吹替版)
11月10日(回テマ子どもたちに見せたい/アニメーション持集
10:00 r長くつ下のピッピJ(日本語吹替版)
13:00 rドラえもんのび太田宇宙開拓史」
14:45 r銀河鉄道の夜」

~協賛上映の部(会壇 上回でんき館)
11月9日出・ 10日(目)①12:50- 喧)18:00-
出「たそがれ，青兵衛J(主演真田広之)
⑤懐古、しの映画ポスタ 展(会場…よ田市文化会館展示室)

195日年代目慢かしのポスター約5C点(地元コレタタ 所有)

圃圃圃圃園田署趨冒置冒置自彊

図沼雄一

立川志らく
1963年東京生まれo 1985写2リ11敏志に入門園
内田空写真打界進 現在弟子間人を抱える。台奥
落騒をはじめ 映画を落鐙にしたオリンナルの
ソネマ落鯖〈ダィハード、エデンの東ロ マ
の休巴など約AO本)隠著者をゆ化促支符を得て
いる。また ""界初の映画監置として、 rs
"J咽JJを含め4本め作品を監督している.

1954年東京生まれ.ザラリ マン生活の後映画野治家として独
立。主な著・に「験函を旅するH続・映冨を旅するJ(小学館)、
「日米野球映画キネマ鎗Hスポーツ検箇オドネマ飽J(緩和新聞社)窓
どがある。熱心本映画ファンとしでの立場で、峻"ロケ地も含めて
映画を楽しむ現場主義の野輸血

古厩留之
19耐空宇畏野県生まれ， 8大芸術学都時代に唄った f灼黙のドツン
ポル』が、 1992隼ぴあフィルムフェスティパルでクランプ'J受賞。
19例年「この窓はきのもの」でハンターハー映画時 fドラゴノ&タ
イガー ヤングンネマ貧Jを受賞局長遜2作目の「まぶだちj1<1:， 1001 
年ロヴテルダム国際映画祭でグラノプリにあたる『タイガーアワー
ドJ(日本人で3人目)と 「国際批評家遣問貧JをW受賞している巴

旦丞塑主主
前夜祭券 1.500円

1日券般前売り1.500円 ?当日，1，800附
大学生800円(当日も同じ)

高松生以下500円(当日も同じ)

.チケット販売場所

上回映劇、上田でん書館、琴光堂、平安堂上

田庖、平安堂しおだ野庖、上田市文化会館、

上田創造館、 SBCよ田放送局、上田市マルチメ
ディア情報センタ一、上田市教育委員会生涯

学習課

E盟ど金並立
うえだ城下町映画祭実行委員会事務局

(http:/'川 WW.Cはy.ueda.nagano.jp)

上田市教膏委員会生涯学習課文化振興日系

(2)23・5102/困23・3745)
SBC上国政送局(2)24・2141/悶27・8239)

14.10.16 [16] 
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G)ふるさと一上回の秋は版画ざんまいですー

-石井鶴三版画展 -現代日本創作版画作家展

1>開催期間 10月22日開-11月22日幽の午前10時~

午桂4時30分 1>ところ 石弁鶴三美術館 1>入場料

300円 b問い合わせ 石井鶴三美術館 ("24・9620)

現在、国内外で活蹴中の版画作家、サイトウ良、野

田哲也、諜崎車、北岡文雄、吹田文明、結福など26人

の著名作家の作品を一堂に展示。園内ではなかなか見

ることができない展覧会です。
.第2固山本鼎版画大賞展覧会 1>開催期間 10月29日ω-11月10日(回目午前9時~

午後5時 bところ 上田市観光会館(官25・5001)
1>入場料 一般250円、高校生以下無料 (f第 2回山

本鼎版画大賞展覧会」にも入場できます) 1>問い合

わせ 上岡市鞍育委員会生涯学習課("23・5102)

日本白創作版画白扉を聞いた、山本鼎の思想に基づ

く独創性・芸曲目i性を追究した作品や、新人の意w<的な

作品自発表白場。公募された860点余の作品審査の結

果、入賞・入選した作品212点が展示されます。力作

白数々をご監ください。→詳細は次ベージ一-一._._._._---_._._._._._.一-一._._._._.-
~新しい作品になりましたので、ご紹介します~

①市役所前

作品名亜空白トランベッ ト

作者名 竹島泰晴(上山田町・上小華街全)

南条小学校油睦クラブ共詞制作

コメント f2002年のワールドカップは情熱が昂ふれ、勇気と希望、

そして未来に夢を与えるものでした。ワ jレド力ッブを見て、世界

は1つであり、世界が仲良く協力していかねばなら立いという気持

ちを強くしました。

この絵は、地球の平和の喜びをたたえ、宇宙へ発信するよう立気

持ちで描きました。絵を見た人に、明るく楽しい気持ちが伝われば

いいと願っています。

制作は、南条小学校油絵クラブ員12名と、指導担当である私の共

同制作によるものです。子ども達が考えた図柄をもとに配置を組み

合わせた後、色紙で貼り絵をし、その上に絵の具を重ねました。ク

ラブの時聞のほか、土曜日も学校に何回力、出てきて仕上げました。

共同制作をする事により、私1人ではできない表現ができました。 (
これも、ワールド力ッブヒ同じく、協力があってできる仕事だった

と思います。」

....................................................................................................................... 

盆重二型空箆草
作品名 璽近し
作者名 田中幸昇{壇場町・上小葺師会)

[17] 14.10.16 

コメント。 「アートロード絵画展示事業に出品指定を受け 坂城町

民としても光栄に思います。歴史研究会等が盛んに立っているこの

頃、自分の幼い頃と現在とを比較出来る面白さを描いてみたいと患

い、沢山ある中で、田おこし風景を記憶の中でまとめて作品としま

した。近所の先輩に道具の機構等教わる中で、牛は苗(首木を使う)

で引く、馬は胸(ハモを使う)で引くという格言がありました。荷

鞍、引き鞍がどの様に立っていたでしょうか、大きさとか、牛や馬

に加わる負荷の部分も異在ります。また撃には上目撃(鍛冶町)、松

山牽(丸子町)があり、機構も単用牽(隼の反転しないもの)と双

用牽〔撃の反転するもの)があって用途により使い分けられていま

した。手綱とりの人はスペースが在くて描けませんでしたが、かし

こい牛や馬l立前に人がい辛くても正確に畝を歩いてくれました。白

おこしだけでなく、運送や山の木出し等いろいろの作業があり種々

の道具に工夫がこらされていました。動力としての牛や馬との生活

はだんだん知る人も少在〈在りますが、私の絵を見て、その人主主り

の昔の話が盛り上がれば幸いです。」
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市制施行80周年を記念して創

設した本展に、山本鼎白創作版

画の精神のもと、全国から860余

点の応募がありました。

9月24日・ 25日に審査会があ

りました。

大賞 000万円)はL、しだ
ふみさん (兵庫県)に、準大賞

(30万円) は桂川 成美さん
(岐♀県)と松田修さん(千

葉県)に決定。そのほか、奨励

賞や佳作を含めて212点が選ば

れました。
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「版画芸術と地犠づくりJ
~版画白ふるさと ・干曲川版画ロー

ドをめぐって~

干曲川流域には多く白版画系美術館があり

ます。それら司館のかたがたと小宮山量平氏

が熱い思いを諮り合います。

t>と き 11月2目的午桂l時泊分-3時30卦
bところ 上田創造館2階コミュニティーホール
b入場料無料 (予約制なし)

アーマ審査の結果、入賞・ 入選した作品212点が

展示されます。力作をご覧くだ古い。

bとき 10月29日ω-11月10日脚

午前9時~午後4時
上回創造館文化ホール

大人250円 (山本鼎記念館&現代

日本創作版画作家康 [上田市観光

会館〕と共通)

高校生以下無料

bところ
b観覧料

74.7且76[18 J 



神川地区公民館構座

rかんがわ地域探訪一 山本鼎と農民美術」
身近な地域の中にも、意外と知らないことがたくさん串ります。

さあ、神川地域再発見の旅に一緒に出発しましょう。

b日程等 下蓋白とおり (時聞は午佳2時-3時3日分。現地研

植については佳日お知らせLます) t>定員 20名 (先着順)

b受講料 600円 b保検料 100円 t>申し込み 10月31日嗣か
ら畳講料等を添えて中央公民館 ("22・0760)へ

場所

樽JI[地区公民館
視聴覚室

柳川地区公民館
視聴覚室

御JI[地区公民館
視聴覚室

ー-ー一旦
11月刊自国|山柵とよ団側川ZPfJ官仏師)

小平千文さん
(上回高校教.)

深町修司さん
〈元小学校長)

土屋徳子さん
〈前池波正太郎裏図太平配館畏〉

師容円

l時績からみた
11月21日同l当時の御川

() 
現地研修

11月初日嗣|卿先生の恩い出

12月5日間|柵の地を歩こう

山本県配念館

清水穫怖さん l樽JI[地区公民館
(畏野県農民契街連合会会畏)ほかl 視聴覚室

習学

山本鼎"念館学芸員12月12日同|学芸員が舗る県

:・日程等
: f!l百
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『上田市誌』

編さんだより@

これからの上田市の
産業発展の道に明か
りをともしたAREC

12月19日嗣|農民美術は今

信
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大
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学
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開
尭
型
の
中
小
企
業
が
多
い
こ

と
な
ど
か
ら
昨
年

1
月
に
研
究
交
流

促
進
法
施
行
令
に
基
づ
く
認
定
を
畳

(コ

布陣編吉ん室(冒26・9741)

け
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

ま
た
、
最
近
白
国
際
競
争
に
打
ち

勝
っ
た
め
に
企
業
の
経
営
者
と
行
政

機
闘
が
対
策
会
議
を
聞
き
、

「
新
し

い
産
業
の
創
設
な
く
し
て
は
、
地
域

自
産
業
は
生
き
残
れ
な
い
」
と
い
う

内
面
か
ら
の
危
機
感
か
ら
、
都
市
型

の
新
し
い
産
業
を
創
出
し
て
、
上
田

市
白
活
性
化
に
も
発
展
さ
せ
た
い
と

い
う
願
い
も
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

さ
ら
に
、
今
年
の

7
月
に
文
部
科

学
告
白
知
的
ク
ラ
ス
タ
l
創
成
事
業

で
も
上
田
市
は
長
野
市
と
と
も
に
指

定
を
畳
け
、
こ
れ
に
関
連
す
る
研
究

開
発
事
業
も
取
り
入
れ
た
施
設
で
す
。

実
際
に
研
究
活
動
が
始
ま
っ
て
み

る
と
、
大
学
の
構
内
に
あ
る
と
い
う

こ
と
と
、

M
時
間
利
用
可
能
と
い
う

こ
と
な
ど
の
好
条
刊
が
整
っ
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
企
業
と
大
学
と
が
、
じ

か
に
、
自
由
に
交
流
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
研
究
が

一
層
深
ま
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ
の
施
設
は
、

利
用
企
業
白
上
回
升
室
と
呼
ば
れ
る

よ
う
な
存
在
に
な
っ
て
い
ま
す
。

共
同
開
発
白
研
究
内
容
は
、
電
子
・

機
械
系
、
化
学
・
需
材
系
、
環
境
・

リ
サ
イ
ク
ル
系
、
繊
維
系
、
医
療
・

健
康
・
福
祉
系
、
感
性
デ
ザ
イ
ン
・

情
報
系
、
パ
イ
オ
・
宮
口
問
系
、
な
ど

の
広
い
分
野
に
及
ん
で
い
ま
す
。

現
在
は
、
羽
田
企
業
が
実
用
化
・

事
業
化
を
目
指
し
て
こ
の
施
設
に
入

り
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
入
室
期

聞
は

3
年
程
度
で
す
が
、
早
く
も
目

鼻
の
つ
い
た
も
の
が
議
っ
か
出
て
き

ま
し
た
。

9
月
比
日
・
日
日
に
行
わ
れ
た

「
ウ
エ
ダ
・
ピ
ア
四
」
に
は

A
R
E

C
プ
ラ
ザ
白
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
、

塚
田
メ
デ
ィ
カ
ル
リ
サ
ー
チ
白
医
療

機
器
の
カ
デ
ー
テ
ル
や
大
和
紡
績
の

消
臭
繊
維
な
ど
数
社
の
製
品
が
展
示

さ
れ
、
さ
ら
に
、
向
か
い
側
の
繊
維

学
部
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
学
生
が
最

先
端
の
研
究
の
一
端
を
展
示
し
、
体

験
で
き
る
な
ど
し
て
、
書
観
者
の
注

目
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

こ
白

A
R
E
C
は
、
ま
さ
に
上
田

市
が
将
来
由
都
市
樺
と
し
て
掲
げ
た

「
創
造
・
活
力
・
と
き
め
き
の
ま
ち

上
回

1
学
術
研
究
都
市
を
目
指
し
て

1
」
に
ふ
さ
わ
し
い
施
設
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。
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選
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白

熊
坂
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野
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人
官
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む
人
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人
悟
ぴ
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つ
車
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u
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方
の
春
執
豆
に
埠
か
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神

畑

小

林

夜

時

子

母
患
え
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や
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し
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提
顔
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静
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ぴ
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る
九
月
の
宵
の
草
む
ら
の
虫

輯

が

丘

格

林

滑

司

ラ
ジ
オ
か
ら
晶
桂
野
球
の
骨
は
消
え
子

生
の
持
の
実
色
付
き
拍
む

口
問
阿
山

神
科
智
凶
岡
山
同
喜
志
子

亡
さ
夫
が
娩
さ
し
茶
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さ
緑
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す
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ぜ
併
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J
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む
朝
品
搭
ぴ
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上

常

悶

市

川

白

畿

r
A

た
ロ
の
圭
羊
を
欽
み
て
も
の
宮
わ
ぬ

委
と
な
り
た
り
苦
し
み
も
な
く

小

泉

情

水

世

男

山
な
み
も
棒
の
轟
も
時
止
の
遠
野
に
あ

っ
て
子
は
遠
く
住
む
下

房

山

秋

山

千

枝

子

ク
マ
ゲ
ラ
の
ド
ラ
ミ
ン
グ
響
〈
プ
ナ
林

第
二
の
ト
キ
に
な
ら
ぬ
官
主
満
つ

大

手

町

静

水

由

紀

『
沈
黙
の
春
』

の
恐
れ
を
思
い
つ
つ
阜

畢
汚
暑
の
世
を
昆
ふ
む

諸
々
の
期
待

を
朱石
せ

てやl'
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へ

甘情
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輯
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畑

和

入
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子
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女
時
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築
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倉
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昭

夫

向
日
暮
や
荷
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仕
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の
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中

野
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木

節
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且
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ど
も
骨
女
の
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こ
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し
か

保
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水

ゆ

き
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八
十
の
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と
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老
同
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小

体

甚
乎
を
着
て
集
会
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国
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子
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道
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村
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る
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摘
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笹

井

小

市
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で
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保
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水

ゆ

き

子

帯
革
ど
こ
か
目
鼻
の
あ
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そ
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な

東

軍

地

勝

且

槍

そ
れ
も
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品
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も
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も
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是
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岩
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